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越
谷
神
社
考

守
屋

不
二
夫

１

「
稲
荷
神
社
」

越
谷
市
内
で
一
番
多
い
神
社
は
稲
荷
神
社
で
、
約
３
６
社
あ
る
。
各
地
域
に
分
布
し
一
番
多
い
の
が
旧
出
羽
村
（
七
左
衛
門

な
ど
六
ヶ
村
）
の
１
０
社
で
あ
る
。
境
内
社
や
個
人
の
屋
敷
に
祀
ら
れ
て
い
る
祠
等
を
含
め
る
と
、
数
は
さ
ら
に
増
え
る
。
全

国
的
に
み
て
も
稲
荷
神
社
は
一
番
多
く
約
二
万
～
三
万
社
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
社
は
京
都
の
伏
見
稲
荷
大
社
で
古
代

に
は
こ
の
地
域
に
勢
力
を
持
っ
た
秦
氏
の
氏
神
で
あ
っ
た
。
祭
神
は
記
紀
神
話
の
宇
迦
之
御
魂
神
（
須
佐
之
男
命
の
子
）
で
社

名
の
稲
荷
（
稲
生
り
）
か
ら
分
か
る
よ
う
に
稲
な
ど
五
穀
を
司
る
神
様
で
あ
る
。
江
戸
期
以
降
、
新
田
開
発
が
進
ん
だ
旧
出
羽

村
等
で
五
穀
豊
穣
を
願
い
勧
請
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
境
内
社
に
稲
荷
社
を
持
つ
神
社
も
多
く
あ
り
、
越
ヶ
谷
久
伊
豆
神
社
の
埼
玉
稲
荷
神
社
、
四
条
日
枝
神
社
と
中
町
浅
間

神
社
の
笠
間
稲
荷
社
な
ど
が
あ
る
。
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
神
社
合
祀
策
に
よ
り
、
小
さ
い
稲
荷
社
は
無
く
な
っ
た

が
、
当
時
農
村
だ
っ
た
越
谷
の
稲
荷
信
仰
が
偲
ば
れ
る
。
そ
の
後
、
稲
荷
神
は
商
売
繁
盛
の
神
と
さ
れ
、
現
在
も
敷
地
内
に
稲

荷
社
を
祀
る
会
社
、
工
場
、
商
店
を
見
か
け
る
。

・
七
左
衛
門
で
は
昭
和
に
入
り
上
組
の
氏
子
が
観
照
院
の
境
内
社
で
あ
っ
た
稲
荷
神
社
（
現
七
左
町
）
を
鎮
守
と
し
て
祀
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
本
来
の
鎮
守
の
稲
荷
神
社
（
現
新
越
谷
）
は
下
の
稲
荷
様
と
呼
ば
れ
る
。

・
南
荻
島
五
社
稲
荷
神
社
は
社
名
の
と
お
り
五
柱
の
祭
神
を
祀
り
、
文
教
大
学
の
脇
か
ら
長
い
参
道
が
続
い
て
い
る
。

・
千
疋
伊
南
理
神
社
は
社
名
が
「
稲
荷
」
か
ら
「
伊
奈
理
」「
伊
奈
利
」
と
変
わ
り
、
現
在
の
「
伊
南
理
」
に
な
っ
て
い
る
。

・
御
殿
町
稲
荷
神
社
は
徳
川
将
軍
家
の
越
谷
御
殿
に
ゆ
か
り
の
社
で
あ
る
。

・
四
丁
野
疣
稲
荷
神
社
は
か
つ
て
あ
っ
た
御
神
木
を
摩
る
と
疣
が
治
る
、
と
言
わ
れ
た
こ
と
か
ら
「
疣
稲
荷
」
と
呼
ば
れ
る
。

・
東
方
稲
荷
神
社
は
小
社
な
が
ら
１
２
本
の
朱
の
稲
荷
鳥
居
が
並
ん
で
い
る
。

・
中
島
稲
荷
神
社
は
稲
荷
神
と
諏
訪
神
を
祀
り
、
社
名
標
は
中
島
稲
荷
神
社
・
中
島
諏
訪
神
社
と
併
記
さ
れ
て
い
る
。
諏
訪
神

社
の
本
社
は
長
野
の
諏
訪
大
社
で
祭
神
は
建
御
名
方
神
、
渉
猟
、
農
耕
、
武
勇
の
神
と
さ
れ
て
い
る
。

２

「
香
取
神
社
」

旧
下
総
国
一
の
宮
の
香
取
神
宮
を
勧
請
し
た
香
取
神
社
は
越
谷
に
１
７
社
あ
り
、
か
つ
て
、
下
総
国
に
属
し
て
い
た
地
域
で

あ
る
。
祭
神
は
経
津
主
神
で
、
旧
常
陸
国
一
の
宮
の
鹿
島
神
宮
（
祭
神
・
武
甕
槌
神
）
と
共
に
東
国
の
守
護
神
（
軍
神
）
と
し

て
崇
敬
さ
れ
て
き
た
。
香
取
、
鹿
島
神
宮
の
あ
る
地
域
は
古
代
、
中
臣
氏
（
後
の
藤
原
氏
）
の
支
配
下
に
あ
り
、
藤
原
氏
の
氏

神
で
あ
っ
た
奈
良
の
春
日
大
社
に
香
取
の
経
津
主
神
、
鹿
島
の
武
甕
槌
神
が
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
経
津
主
神
は
日
本

書
紀
に
出
て
く
る
神
で
武
甕
槌
神
と
共
に
出
雲
の
大
国
主
神
か
ら
国
譲
り
を
承
諾
さ
せ
た
と
あ
る
。

・
大
沢
香
取
神
社
は
慶
長
年
間
に
奥
州
道
（
日
光
街
道
）
が
整
備
さ
れ
、
鷺
後
周
辺
（
現
東
大
沢
）
の
人
々
が
街
道
筋
に
移
住
、

大
沢
町
が
形
成
さ
れ
た
寛
永
の
こ
ろ
、
鷺
後
の
香
取
神
社
を
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。
鷺
後
の
香
取
神
社
は
室
町
時
代
の
後

期
に
勧
請
さ
れ
、
移
転
後
も
旧
社
は
残
り
「
元
香
取
」
と
呼
ば
れ
る
。
大
沢
香
取
神
社
の
彫
刻
は
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

・
下
間
久
里
香
取
神
社
で
毎
年
７
月
に
行
わ
れ
る
「
雨
下
無
双
角
兵
衛
流
獅
子
舞
」
は
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。

・
三
野
宮
香
取
神
社
の
境
内
に
は
地
元
出
身
の
三
ノ
宮
卯
之
助
銘
の
力
石
が
あ
り
、
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

・
大
道
神
社
、
大
竹
神
社
、
川
崎
神
社
は
明
治
４
０
年
地
域
の
神
社
を
併
合
し

社
名
を
村
名
と
し
た
が
、
も
と
は
香
取
神
社
で
あ
っ
た
。

川
崎
神
社
は
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
北
川
崎
の
虫
追
い
」
の
行
事
が
あ
り
、
毎
年
７
月
２
４
日
の
宵
に
豊
作
を
祈
願

し
て
行
わ
れ
る
。

３

「
久
伊
豆
神
社
」

久
伊
豆
神
社
は
元
荒
川
流
域
に
分
布
し
、
中
世
の
武
士
団
、
武
蔵
七
党
の
私
市
（
き
さ
い
）
党
・
野
与
党
の
勢
力
圏
に
あ
り
、

大
己
貴
命
（
大
国
主
神
）
を
祀
る
出
雲
系
の
神
社
で
あ
る
。
岩
槻
に
あ
る
久
伊
豆
神
社
が
欽
明
天
皇
の
代
（
５
３
９
～
５
７
１
）

に
創
建
と
古
く
、
加
須
市
騎
西
（
元
私
市
藩
）
の
玉
敷
神
社
は
文
武
天
皇
の
代
（
７
０
３
）
に
創
建
、
元
は
久
伊
豆
宮
と
称
し

久
伊
豆
神
社
の
総
本
社
と
い
わ
れ
て
い
る
。

越
谷
に
は
越
ヶ
谷
、
蒲
生
、
荻
島
、
大
相
模
、
袋
山
、
川
柳
に
１
２
社
あ
り
、
野
与
党
で
あ
っ
た
越
ヶ
谷
郷
の
古
志
賀
谷
氏
、

大
相
模
郷
の
大
相
模
氏
、
八
条
郷
の
渋
江
氏
が
創
建
に
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

・
越
ヶ
谷
久
伊
豆
神
社
は
か
つ
て
、
越
ヶ
谷
な
ど
近
隣
七
ヶ
村
の
総
鎮
守
（
郷
社
）
で
、
現
在
も
越
谷
で
一
番
大
き
な
神
社
で

あ
る
。
室
町
時
代
、
こ
の
地
を
領
し
た
旧
伊
豆
国
宇
佐
見
の
領
主
宇
佐
見
三
郎
が
社
殿
を
再
建
し
た
と
い
わ
れ
、
江
戸
時
代

初
期
に
は
徳
川
将
軍
家
の
越
谷
御
殿
が
近
く
に
あ
り
、
徳
川
家
康
か
ら
五
石
の
朱
印
地
を
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
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平
成
７
年
、
伊
勢
神
宮
内
宮
か
ら
拝
領
し
た
旧
板
垣
南
御
門
を
第
三
鳥
居
と
し
た
。
境
内
に
県
指
定
文
化
財
の
「
平
田
篤
胤

仮
寓
跡
」「
フ
ジ
」、
市
指
定
文
化
財
の
「
懸
仏
」「
平
田
篤
胤
奉
納
絵
馬
」「
三
ノ
宮
卯
之
助
銘
の
力
石
」「
越
谷
吾
山
句
碑
」

「
社
叢
（
神
社
の
森
）」
が
あ
る
。

・
蒲
生
に
は
久
伊
豆
神
社
が
４
社
あ
り
、
一
は
蒲
生
１
丁
目
に
あ
る
久
伊
豆
神
社
で
、
村
の
鎮
守
で
あ
り
、
大
正
時
代
ま
で
は

本
郷
宮
（
ほ
ご
の
み
や
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
二
は
蒲
生
西
町
に
あ
る
久
伊
豆
神
社
で
西
組
の
村
民
持
ち
で
小
鎮
様
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
三
は
茶
屋
通
り
の
久
伊
豆
神
社
で
近
く
に
あ
る
清
蔵
院
持
ち
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
個
人
持
ち
に
な
っ
て
い

る
。
四
は
蒲
生
寿
町
の
久
伊
豆
宮
寿
神
社
で
町
内
の
世
話
人
で
護
ら
れ
て
い
る
。

４

「
天
満
宮
（
天
神
社
）」

天
満
宮
の
祭
神
は
菅
原
道
真
で
天
満
自
在
天
神
と
称
し
、
略
し
て
天
満
・
天
神
と
呼
ば
れ
る
。
平
安
時
代
、
右
大
臣
で
あ
っ

た
道
真
は
左
大
臣
藤
原
時
平
の
讒
言
に
よ
り
大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
、
配
所
で
没
し
た
。
そ
の
後
、
都
で
は
時
平
の
病
死
、
落
雷

な
ど
の
天
変
地
異
が
続
き
、
道
真
の
祟
り
だ
と
い
わ
れ
、
霊
を
鎮
め
る
た
め
（
御
霊
信
仰
）
に
北
野
天
満
宮
が
祀
ら
れ
た
。
当

初
は
北
野
の
地
主
神
、
火
雷
天
神
と
結
び
付
け
て
祈
雨
・
避
雷
・
農
耕
の
神
と
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
に
は
慈
悲
・
正
直
の
神
、
室

町
時
代
に
は
和
歌
・
連
歌
の
神
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
学
問
の
神
と
さ
れ
た
。
現
在
は
受
験
の
神
様
と
し
て
関
東
で
は
湯
島
、

亀
戸
天
神
が
有
名
で
あ
る
。
平
安
末
期
以
降
、
天
神
信
仰
は
全
国
に
広
が
り
、
神
社
数
で
は
稲
荷
社
、
八
幡
社
に
次
い
で
三
番

目
に
多
い
。

越
谷
に
は
現
在
、
１
０
社
ほ
ど
の
天
満
宮
・
天
神
社
が
あ
る
。
か
つ
て
は
各
地
域
に
あ
っ
た
が
、
無
格
社
だ
っ
た
た
め
明
治
末

か
ら
大
正
に
か
け
て
の
神
社
合
祀
策
で
村
社
に
併
合
さ
れ
た
。
ま
た
、
稲
荷
神
と
と
も
に
屋
敷
神
と
し
て
も
多
く
祀
ら
れ
、
現

在
も
屋
敷
地
内
に
見
ら
れ
る
。

・
増
林
天
神
社
は
も
と
も
と
村
民
持
ち
の
神
社
で
大
正
２
年
、
護
郷
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
本
殿
等
は
地
元
の
人
々
が
護
っ

て
き
た
。
昭
和
６
０
年
、
社
殿
の
新
築
を
機
に
合
祀
を
解
除
さ
れ
た
。

・
蒲
生
天
神
社
は
か
つ
て
東
組
（
現
蒲
生
本
町
）
４
６
戸
の
氏
神
で
１
９
５
坪
の
社
地
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
大
正
４
年
、

村
社
久
伊
豆
神
社
に
合
祀
さ
れ
社
殿
は
取
り
壊
さ
れ
た
。
現
在
は
東
組
の
集
会
所
の
後
方
に
鳥
居
と
本
殿
が
再
建
さ
れ
て

い
る
。

・
大
間
野
三
社
大
神
社
は
明
治
４
年
、
稲
荷
・
久
伊
豆
・
厳
島
神
社
の
三
社
が
合
併
し
、
天
神
社
の
社
地
に
移
転
し
た
が
、

天
神
社
は
合
併
さ
れ
ず
に
境
内
社
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

・
四
条
日
枝
神
社
は
明
治
４
１
年
、
稲
荷
社
・
天
神
社
・
水
神
社
・
弁
天
社
を
合
祀
し
た
が
、
そ
の
際
、
天
神
社
の
社
地
に

移
転
し
た
た
め
「
天
満
天
神
社
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

５

「
八
幡
神
社
」

八
幡
神
社
（
八
幡
宮
）
は
全
国
で
は
稲
荷
神
社
に
次
い
で
多
い
が
、
越
谷
で
は
５
社
と
少
な
い
。
総
本
社
は
大
分
県
に
あ
る

宇
佐
神
宮
で
、
平
安
京
の
鎮
守
と
し
て
京
都
府
南
部
の
男
山
に
石
清
水
八
幡
宮
と
し
て
勧
請
さ
れ
る
な
ど
、
古
来
よ
り
皇
室
の

崇
敬
を
受
け
て
き
た
。
古
代
、
宇
佐
は
航
海
の
中
継
地
で
海
神
の
八
幡
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
が
、
平
安
時
代
に
八
幡
神
は
応
神

天
皇
で
あ
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
祭
神
は
応
神
天
皇
・
海
神
の
比
売
大
神
・
応
神
天
皇
の
母
の
神
功
皇
后
の

三
柱
に
な
っ
て
い
る
。
康
平
６
年
（
１
０
６
３
）
源
頼
義
が
鎌
倉
の
由
比
ヶ
浜
に
石
清
水
八
幡
宮
を
勧
請
し
、
源
氏
の
氏
神
と

し
た
。
そ
の
後
、
治
承
４
年
（
１
１
８
０
）
鎌
倉
入
り
し
た
源
頼
朝
が
現
社
地
に
移
し
鶴
岡
八
幡
宮
と
し
た
。
建
久
３
年
（
１

１
９
２
）
鎌
倉
幕
府
が
開
か
れ
る
と
武
家
の
守
護
神
と
し
て
八
幡
信
仰
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

・
越
ヶ
谷
新
町
八
幡
神
社
に
は
文
和
２
年
（
１
３
５
３
）
の
青
石
（
板
碑
）
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
ろ
の
創
始
と
思
わ

れ
る
。

・
護
郷
神
社
（
元
浅
間
神
社
）
の
社
殿
は
大
正
２
年
、
地
内
の
神
社
１
０
社
を
併
合
し
た
際
、
八
幡
神
社
の
本
殿
、
拝
殿
を
移

築
し
た
も
の
で
あ
る
。

６

「
浅
間
神
社
」

古
来
、
富
士
山
は
そ
の
山
容
か
ら
聖
な
る
山
と
さ
れ
、
崇
め
ら
れ
て
き
た
が
、
大
噴
火
も
た
び
た
び
起
り
、
そ
れ
を
鎮
め
る

た
め
に
火
山
の
神
浅
間
大
神
を
祀
っ
た
の
が
浅
間
神
社
で
あ
る
。
浅
間
は
「
ア
サ
マ
」
と
も
読
み
、
長
野
・
群
馬
県
境
の
浅
間

山
の
よ
う
に
火
山
を
表
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

浅
間
神
社
の
本
社
は
富
士
宮
市
に
あ
る
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
で
富
士
山
頂
に

奥
宮
が
あ
る
。
富
士
山
を
信
仰
の
対
象
と
す
る
神
社
で
あ
る
が
、
祭
神
は
記
紀
神
話
の
女
神
、
木
花
之
開
耶
姫
で
あ
る
。
木
花

之
開
耶
姫
は
山
の
神
大
山
祇
神
の
娘
で
皇
祖
天
照
大
神
の
孫
瓊
瓊
杵
尊
の
妻
と
な
り
、
火
中
の
産
屋
で
皇
統
に
つ
な
が
る
三

人
の
御
子
を
出
産
し
た
。
こ
の
話
か
ら
火
山
の
守
り
神
と
さ
れ
、
容
姿
の
美
し
さ
と
相
ま
っ
て
富
士
山
の
神
（
浅
間
大
神
）
と

さ
れ
た
。

富
士
登
山
は
室
町
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
江
戸
庶
民
の
間
で
富
士
詣
が
盛
ん
に
な
り
、
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富
士
山
を
模
し
た
富
士
塚
が
神
社
境
内
に
多
く
作
ら
れ
富
士
詣
の
代
わ
り
に
さ
れ
た
。

・
平
方
浅
間
神
社
、
中
町
浅
間
神
社
、
大
竹
浅
間
神
社
は
い
ず
れ
も
築
山
の
上
に
建
ち
、
増
林
の
護
郷
神
社
は
大
正
２
年
の
神

社
併
合
で
改
名
し
た
が
、
元
は
浅
間
神
社
で
築
山
の
上
に
建
っ
て
い
る
。
築
山
は
富
士
山
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

・
中
町
浅
間
神
社
に
は
富
士
山
と
大
日
如
来
を
打
ち
出
し
た
「
懸
仏
」
が
伝
わ
る
。
大
日
如
来
は
浅
間
神
の
本
地
仏
で
神
仏
習

合
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
鳥
居
に
「
不
二
仙
元
」
の
額
が
あ
り
江
戸
時
代
、
長
谷
川
角
行
が
開
祖
の
富
士
講
の
影
響
が
み
ら

れ
る
。
御
神
木
の
ケ
ヤ
キ
は
市
指
定
文
化
財
で
あ
る
。

７

「
水
神
社
」

水
神
は
文
字
通
り
水
の
神
で
雨
乞
い
・
水
難
防
止
・
灌
漑
・
火
災
防
止
な
ど
で
祀
ら
れ
て
き
た
。
川
が
多
い
越
谷
で
は
水
難

防
止
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
、
川
沿
い
に
水
神
社
、
水
神
碑
が
み
ら
れ
る
。

・
東
町
水
神
社
は
か
つ
て
、
古
利
根
川
と
元
荒
川
の
合
流
点
に
位
置
し
、
水
難
を
鎮
め
る
た
め
に
祀
ら
れ
て
き
た
。
現
在
は
河

川
改
修
に
よ
り
東
町
２
丁
目
に
移
転
し
て
い
る
。
旧
南
百
村
の
鎮
守
で
古
く
か
ら
「
蛇
縒
り
」「
百
万
遍
」
の
行
事
が
あ
る
。

・
増
森
神
社
は
当
初
、
水
神
社
で
あ
っ
た
。
古
利
根
川
が
曲
流
し
て
い
た
こ
ろ
「
せ
い
が
淵
」
と
呼
ば
れ
る
難
所
が
あ
り
、
し

ば
し
ば
水
難
事
故
が
起
き
た
。
そ
こ
で
川
の
怒
り
を
鎮
め
る
た
め
に
水
神
が
祀
ら
れ
た
。
明
治
４
５
年
、
村
内
の
神
社
を
併

合
、
村
名
を
と
っ
て
増
森
神
社
と
改
称
し
た
。

８

「
神
明
神
社
」

神
明
神
社
は
皇
室
の
祖
神
天
照
大
神
を
祀
る
神
社
で
、
総
本
社
は
伊
勢
の
神
宮
（
内
宮
）
で
あ
る
。
記
紀
神
話
で
は
天
照
大

神
は
高
天
原
の
最
高
神
で
太
陽
神
と
さ
れ
、
オ
オ
ヒ
ル
メ
ノ
ム
チ
と
も
呼
ば
れ
る
女
神
で
あ
る
。

・
本
町
市
神
神
明
社
は
慶
長
年
間
に
越
ヶ
谷
宿
が
形
成
さ
れ
る
過
程
で
毎
月

二
と
七
の
日
に
市
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
市
の
神

と
し
て
創
建
さ
れ
た
。

当
初
は
元
荒
川
堤
防
上
に
あ
っ
た
が
、
平
成
８
年
車
道
拡
張
工
事
の
た
め
現
在
地
に
移
転
し
た
。

・
東
小
林
神
明
神
社
は
江
戸
期
に
は
村
の
鎮
守
で
あ
っ
た
が
、
明
治
４
年
、
北
側
に
あ
る
香
取
神
社
が
村
社
に
な
っ
た
た
め
当

社
は
無
格
社
と
な
っ
た
。
現
在
、
香
取
神
社
の
境
外
末
社
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
神
明
町
神
明
社
境
内
に
平
成
１
１
年
付
け
の
移
転
記
念
碑
が
あ
る
。
か
つ
て
旧
神
明
下
村
の
名
の
起
こ
り
と
な
っ
た
神
明

神
社
が
神
明
橋
近
く
に
あ
っ
た
。

９

「
日
枝
神
社
」

比
叡
山
の
地
主
神
大
山
咋
神
を
祀
る
神
社
で
滋
賀
県
大
津
市
の
日
吉
大
社
が
総
本
社
で
あ
る
。
日
吉
（
ヒ
ヨ
シ
）
は
ヒ
エ

（
日
枝
）
と
も
読
み
日
枝
神
社
と
同
じ
で
あ
る
。
延
暦
２
年
（
７
８
８
）、
最
澄
が
創
建
し
た
比
叡
山
延
暦
寺
（
天
台
宗
）
の

守
護
神
と
な
り
各
地
に
勧
請
さ
れ
た
。
天
台
宗
と
の
神
仏
習
合
で
祭
神
は
山
王
権
現
と
も
呼
ば
れ
、
山
王
社
と
称
す
る
神
社
も

多
か
っ
た
。

・
四
条
日
枝
神
社
は
当
初
「
山
王
社
」
と
称
し
た
が
、
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
「
日
枝
大
神
社
」
と
改
め
、
村
社
と

な
っ
た
。
明
治
４
１
年
、
村
内
の
神
社
を
併
合
し
、
天
神
社
の
社
地
に
移
転
し
た
。
そ
の
た
め
、「
天
満
天
神
社
」
と
も
呼

ば
れ
る
。
そ
の
後
、「
日
枝
神
社
」
と
改
め
、
河
川
の
改
修
、
橋
の
建
設
に
よ
り
、
現
在
地
の
東
町
に
移
転
し
た
。

１
０

「
第
六
天
社
」

第
六
天
（
大
六
天
）
は
人
間
界
で
仏
道
を
妨
げ
る
魔
王
と
さ
れ
た
が
、
天
上
界
で
は
欲
界
第
六
天
の
他
化
自
在
天
と
さ
れ
、

強
い
法
力
を
持
つ
と
信
じ
ら
れ
た
。

神
仏
習
合
の
神
で
江
戸
時
代
に
修
験
者
を
通
じ
て
広
ま
っ
た
が
、
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
令
で
祭
神
・
社
名
が
変
更
さ
れ
た
り

し
て
無
く
な
っ
て
い
っ
た
。

・
見
田
方
大
六
天
宮
に
は
寛
永
２
０
年
（
１
６
４
３
）
建
立
の
日
待
講
の
宝
キ
ョ
ウ
印
塔
と
改
刻
塞
神
塔
が
あ
る
。
改
刻
塞
神

塔
は
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
時
に
仏
教
系
の
庚
申
塔
を
改
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
１

「
女
体
神
社
・
女
帝
神
社
」

女
体
神
社
と
女
帝
神
社
は
記
紀
神
話
の
女
神
、
伊
邪
那
美
命
を
祀
る
神
社
で
あ
る
。
伊
邪
那
美
命
は
伊
邪
那
岐
命
の
妻
で
日

本
の
国
土
と
神
々
を
生
ん
だ
。

・
麦
塚
女
体
神
社
は
村
の
鎮
守
で
筑
波
山
神
社
の
筑
波
女
大
神
（
伊
邪
那
美
命
）
が
草
加
の
東
漸
院
の
女
体
神
社
に
勧
請
さ

れ
た
後
、
分
霊
さ
れ
た
。

・
平
方
女
帝
神
社
は
伊
邪
那
美
命
と
と
も
に
仲
哀
天
皇
の
皇
后
で
応
神
天
皇
の
母
と
さ
れ
て
い
る
神
功
皇
后
を
祀
る
。
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１
２

「
八
坂
神
社
」

八
坂
神
社
は
京
都
の
八
坂
神
社
が
総
本
社
で
あ
る
が
、
も
と
は
祇
園
社
と
い
い

イ
ン
ド
の
祇
園
精
舎
の
守
護
神
で
あ
る
仏
教
系
の
牛
頭
天
王
を
祀
っ
て
い
た
。

明
治
初
年
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
八
坂
神
社
と
改
称
し
、
牛
頭
天
王
と
同
一
視
さ
れ
る
素
戔
嗚
尊
を
祭
神
と
し
た
。

牛
頭
天
王
は
疫
病
・
災
難
除
け
の
神
と
さ
れ
、
７
月
に
行
わ
れ
る
京
都
の
祇
園
祭
（
祇
園
御
霊
会
）
は
厄
払
い
の
祭
り
と
し
て

始
ま
っ
た
。

・
越
谷
に
は
見
田
方
の
一
社
の
み
だ
が
、
大
沢
香
取
神
社
な
ど
に
境
内
社
と
し

八
坂
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

１
３

「
弁
天
社
」

弁
天
は
弁
才
天
（
弁
財
天
）
の
略
で
、
も
と
は
仏
教
と
と
も
に
伝
来
し
た
イ
ン
ド
の
河
神
で
音
楽
・
弁
才
・
福
徳
の
神
で
あ

る
。
ま
た
、
室
町
時
代
に
始
ま
る
七
福
神
信
仰
の
中
の
唯
一
の
女
神
で
あ
る
。

・
越
谷
に
は
延
宝
３
年
（
１
６
７
６
）
創
立
の
瓦
曽
根
弁
天
社
ほ
か
見
田
方
八
坂
神
社
裏
手
の
「
オ
イ
テ
ケ
堀
」
の
伝
説
の
あ

る
沼
跡
に
内
池
弁
財
天
、
麦
塚
女
体
神
社
境
内
の
池
に
弁
天
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

１
４

「
愛
宕
神
社
」

京
都
の
愛
宕
神
社
が
本
社
で
静
岡
の
秋
葉
神
社
と
と
も
に
記
紀
神
話
に
あ
る
火
の
神
、
迦
具
土
神
を
祀
り
火
伏
の
神
社
と

し
て
知
ら
れ
る
。
も
と
は
愛
宕
山
、
秋
葉
山
の
地
方
神
で
あ
っ
た
が
、
平
安
時
代
ご
ろ
か
ら
修
験
者
の
霊
場
と
な
り
、
全
国
に

広
ま
っ
た
。

・
越
谷
で
は
蒲
生
の
一
里
塚
近
く
に
一
社
あ
る
の
み
で
、
境
内
社
と
し
て
鷺
後
香
取
神
社
な
ど
に
秋
葉
神
社
は
見
か
け
る
が
愛

宕
神
社
は
な
い
。

１
５

「
石
神
井
神
社
」

西
新
井
石
神
井
神
社
は
天
正
１
７
年
（
１
５
８
９
）
岩
槻
城
が
落
城
、
城
主
太
田
氏
の
重
臣
高
槻
次
郎
佐
衛
門
ほ
か
諸
臣
が

こ
の
地
に
土
着
し
、
江
戸
豊
島
家
の
氏
神
で
あ
っ
た
石
神
井
神
社
を
分
祀
し
た
も
の
で
あ
る
。
石
神
井
神
社
は
石
剣
（
石
神
）

を
御
神
体
と
し
石
神
井
（
東
京
都
練
馬
区
）
の
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
神
社
で
あ
る
。
主
祭
神
は
記
紀
神
話
の
少
彦
名
命
で
大

国
主
神
の
国
土
作
り
に
協
力
し
た
神
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
社
の
祭
神
は
記
紀
神
話
伝
説
上
の
英
雄
で
景
行
天
皇
の
皇
子
、
日

本
武
尊
に
な
っ
て
い
る
。

１
６

「
大
沼
大
明
神
社
」

七
左
衛
門
大
沼
大
明
神
社
に
は
創
立
に
関
わ
る
戦
国
時
代
の
伝
説
が
二
つ
あ
り
、
一
は
川
口
戸
塚
の
城
主
が
落
武
者
と
し

て
こ
の
地
で
没
し
、
里
人
が
武
主
大
明
神
と
し
て
祀
っ
た
こ
と
、
二
は
築
城
資
材
運
搬
の
舟
が
大
沼
に
沈
み
里
人
が
兵
神
社
を

勧
請
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
こ
の
地
を
開
発
し
た
会
田
七
左
衛
門
が
再
興
し
、
新
田
地
区
の
鎮
守
と
し
た
。

出
典

「
越
谷
の
神
社
」
久
伊
豆
神
社
奉
仕
会

平
成
１
４
年
発
行

「
越
谷
ふ
る
さ
と
散
歩
・
上
」
越
谷
市
役
所
市
史
編
さ
ん
室

昭
和
５
０
年
発
行

「
越
谷
ふ
る
さ
と
散
歩
・
下
」
越
谷
市
役
所
市
史
編
さ
ん
室

昭
和
５
５
年
発
行

「
ふ
る
さ
と
蒲
生
の
歴
史
も
の
が
た
り
・
上
」

越
谷
市
蒲
生
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
推
進
協
議
会

平
成
１
０
年
発
行

「
川
の
あ
る
ま
ち
・
１
１
号
～
３
７
号
」
加
藤
幸
一
氏
の
石
仏
石
塔
等
紹
介
レ
ポ
ー
ト

越
谷
市
教
育
委
員
会

平
成
５
年
～
３
１
年
発
行

「
古
志
賀
谷
・
１
５
号
～
１
７
号
」
越
谷
市
郷
土
研
究
会

平
成
２
１
年
～
２
６
年
発
行

「
知
っ
て
お
き
た
い
日
本
の
神
様
」
武
光

誠

（
株
）
角
川
学
芸
出
版

平
成
２
０
年
発
行

「
神
社
に
秘
め
ら
れ
た
日
本
史
の
謎
」
新
谷

尚
紀

（
株
）
洋
泉
社

２
０
１
６
年
発
行

「
日
本
の
神
々
と
神
社
」
三
橋

健

（
株
）
西
東
社

２
０
１
９
年
発
行


